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2009 年度植物地理・分類学会賞受賞記念講演記録
細井幸兵衛：青森県の北限・南限植物

〒 038–0004　青森市富田 5 丁目 29–2

本稿は，2009年に植物地理・分類学会で発表し
た「青森県の北限植物」に加筆修正したもので，私
の採集標本とメモの記録が基になっており，それに
県内外の同好者が発表した採集記録からも引用し
た。

本県には北限種が意外に多い反面，津軽海峡を越
えて青森県内で分布が止まっている南限種も若干あ
る。

我国の植物学が本草学から西欧の分類学に代わっ
たのは明治10年（1877年）に矢田部良吉（以下，
敬称略）が東京大学の初代植物学教授となってから
のことであるが，本県で採集された最も古い標本の
記録は，函館が開港した年の安政2年（1855年）で
日米和親条約締結の翌年に当たる。採集したのは黒
船の北太平洋探検隊に乗り合わせていたスモール隊
員である。原　寛はアーノルド植物園に保管されて
いる当時の標本をいち早く見て『Observationes ad 
Plants Asiae Orientalis （XVIII）』（Hara 1941）
の 引 用 標 本 と し て「Prov. Mutsu：C. Sangar 

（Small 1855 ut V. dioica L. in Gray Herb.）」 と
記録している。『黒船が持ち帰った植物たち』（小山 
1996）には津軽海峡を Sangar Straight と表示し，
C. Sangar は　Cape Sangar＝サンガル岬＝津軽
半島と説明している。原はカノコソウ Valeriana 
fauriei Briuet の異名にこの V. dioica L. を引用
している。私は県内のカノコソウの生育地が津軽半
島の海峡に面した辺りから日本海に回って海岸沿い
を少し南下した付近のみにあることを突き止めた。
江戸時代末期に黒船の乗組員が採集したカノコソウ
の産地が本種の北限の場所であったということは，
偶然とはいえ興味深い事実である。

次に古い青森県での採集記録は弘前市出身の岩
川友太郎（1855–1933）であるが，岩川の標本採集
はこの1回だけで，その後は動物学者エドワード・
モースの弟子となり貝類学者になった。『岩川友太
郎伝』（船水1983）には，明治7年に上京してから
6年後の夏休みに帰郷して，26才の若さで弘前の実
家から日帰り可能な県内各地から集めた標本を明治
13年（1880）にその標本を東京大学に持ち帰った，
とある。因に青森県と最も関係が深いウルバン・
フォーリー Urbain Jean Faurie （1847–1915）は
当時33才で，この年（1880年）に初めて八甲田山
で採集を開始している。

岩川の集めた228種は日本最古の帝国大学編
纂『帝国大学理科大学植物標品目録』 （1886）に
記録されている。その中から時の助教授松村任三
は，不明な標本をロシアのマキシモヴィッチに送っ
て教えを乞うて，それから新種 Calamagrostis 
matsumurae Maxim. が発表された。これが後の
ムツノガリヤス（南限種）で，この標本写真は『牧
野富太郎とマキシモヴィッチ』（小山2000）に出て
いる。その標本は茎の下半分がなく花穂と葉だけが
着いている粗末なもので，茎基部の茎葉が鱗片状に
着くという本種の特徴は見られない。後の日本の学
者はこの1880年の青森県産の標本を松村任三の採
集品と誤解していることが多い。正確に岩川友太郎
の採集品と記録したのは牧野富太郎だけのようであ
る。『日本イネ科植物図譜』（長田1989）には「当
時の東京大学教授松村任三が青森県岩木山で採集」
と書かれているが，正しくは岩川が岩木山で採集
した標本である。この経緯については雑誌『プラ
ンタ』（細井1995）でも紹介した。他にこの『帝国
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大学理科大学植物標品目録』の102頁には南限種で
あるヤナギタウコギBidens cernua L.が「Bidens 
sp.ヤナギタウコギ  青森猿賀村近傍 北海道」と
出ていて，文末にある正誤（3）で「102. sp. （ヤ
ナギタウコギ）ハ Bidens cernua L. var. radiata 
Ledeb. （ヤナギタウコギ） ノ誤」と学名が訂正され
ている。『日本の野生植物Ⅲ』（北村1981）には「本
州（青森県）・北海道，北半球北部に広く分布する」
と記述されている。現在は市町村合併で猿賀村は平
川市尾上（おのえ）となって昔の地名は無くなった。
黒石市の佐藤耕次郎は号を雨山（うざん）と称した
が，雨山の記録によると大正年代まではヤナギタウ
コギが猿賀池の他に黒石市の田圃にもあったとされ
ている。今では絶滅して標本も残っていない。

花被外面に綿毛が密に生えているエゾスカシユリ 
Lilium pensylvanicum Ker Gawl.は北海道に多い
が青森県では昭和5年（1930年）に村井三郎が西
津軽郡の深浦海岸で採集して鉢植えにした花の写真
があった。セピア色に退色して捨てられるところを
貰い受けて今は私が持っている。県内各地にあるス
カシユリL. maculatum Thunb.は甚だ変化に富ん
で多型であり，エゾスカシユリと並んで生えている
こともある。
『Flora of Japan IIIb』（Ito and Soejima 1995）

に は エ ゾ ゴ マ ナ Aster glehni F. Schmidt が 
Hokkaido, Honshu （Tohohoku Dist.）. Grasslands 
and forest edges．ゴマナ var. hondoensis Kitam．
はHonshuと記録されている。青森県のエゾゴマナ
は南八甲田の一部にあるが他はゴマナである。か
えってゴマナが北海道に記録されていない。とこ
ろが渡島半島ではゴマナが普通で，エゾゴマナは
甚だ稀であるから基本的には青森県の分布と変わ
らない。イヌコウジュ Mosla scabra （Thunb.） C. 
Y. Wu et H. W. LiとサラサドウダンEnkianthus 
campanulatus （Miq.） G. Nicholsonは青森県では
見つからないが北海道に記録があり，サラサドウダ
ンは函館市恵山に大径木の群生地がある。チョウセ
ンガリヤスKengia hackelii （Honda） J. G. Packer
は県内の所々の岩石地にあり，北海道では渡島半島
の2ヶ所で見つけたので，他にもある可能性が高い。
本州北部に分布していないウラギクAster tripolium 
L.は北海道にも甚だ稀にある。反対にエゾノコウボ
ウ ム ギCarex macrocephala Willd. ex Spreng.が
本州では本県を飛び越して岩手県の海岸で産地が見
つかったと地元の鈴木弘文が記録している。このよ
うに人間の都合で決められた行政区域と植物の天然
分布域は特に関係ない。
『日本産ヒシ属の変異に関する予察的研究』（角野 

1987）によると，ヒシTrapa japonica Flerowは

青森県では単に実が小さいのでヒメビシT. incisa 
Siebold et Zucc.と誤認されていたようであるし，
私もコオニビシT. natans L. var. pumila Nakano 
ex Verdc.と判断した小川原湖姉沼産の変種も全国
的なヒシの変異に比べれば区別する必要がない種内
の変異と理解できた。このように今まで多くの人々
が十分調べている種類でも，中には正確に分からな
いこともある。

降って昭和10年3月には，青森営林局から当時
の日本の分類学者（牧野富太郎・木村有香・小泉
源一ら）の同定支援を得て『十和田湖・八甲田山
の植物』（村井1935）が発表されたが，同書には支
援を受けた分類学者の記録はない。しかし同書の
中で村井は，ハイイヌツゲの学名を Ilex crenata 
Thunb. var. radicans （Nakai） Murai と 組 み 替
えた。これが現在通用しているハイイヌゲの学名
である。同じ昭和10年5月には『宮城県植物目
録』（青森営林局 1935）に「ツガルヤナギ Salix 
tsugaluensis Koidzumi；A. Kimura in litt. （S. 
integra Thunb. × S. vulpina Anders.）と記録し
ている。即ち木村有香への手紙でツガルヤナギはイ
ヌコリヤナギとキツネヤナギの間種（雑種）である
ことを述べている。木村（1952）は後に「Symbolae 
Iteologicae XI」にもそのことを記録している。更
に同年の6月には『岩手県基準帯植物目録』（青
森営林局 1935）で「Benzoin membranaceum O. 
Kuntze var. aurantiacum Murai var. nov. Folia 
et typica. Fructus aurantiacus. 和 名 キ ミ ノ オ
ホバクロモジ（新称）産地　西山村 （S. Murai, 
Typus–Herb. Aomori-Eirinkyoku） 分布…本（北）」
と記録した。今では Lindera umbellata Thunb. 
var. membranacea （Maxim.） Momiy. ex H. 
Hara et M. Mizush. form. aurantiaca （Murai） 
Okuyama とされている。村井の標本以外には記録
がないことになるが，その原標本は戦時の疎開で紛
失して今はない。その後，私は昭和57年（1982年）
に八甲田大橋のルート調査を依頼されて偶然にも黄
色に熟したキミノオオバクロモジと同じ品種に遭遇
したので標本を作って残した。

村井は昭和10年と11年に『鰺ヶ沢事業区植生概
況調査表』と『深浦事業区植生概況調査表』を復命
書として青森営林局に提出した。これらの資料か
ら昭和14年と16年に『青森県博物総目録』（村井
1939）の植物編にも和名目録として引用され青森
博物研究會から出版された。その後は太平洋戦争の
終結まで植物調査も休止状態となり，その間に村井
の仕事は林業試験に変更されて終戦を迎えた。奇し
くも終戦後に，私は村井の知遇を得て弟子として青
森営林局に就職した。それまで青森市内には戦時の
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こともあって，植物と詳しく取り組んだ愛好者は殆
ど居らなかった。戦後は県内外の多くの人たちが観
察記録や写真を発表され，活気が戻った。

県内の多くの資料の中で，私が青森県から調査費
を貰って依頼されたのは，『白神山地自然環境調査
報告書（追良瀬川流域）』（青森県 1990）の1件だ
けで，これは角田　充と共同で調査をし，一部は根
市益三の協力で調査した。その後の青森県の報告書
は大量にある。しかし私は自分の植物趣味から他の
報告書も出来るだけ集めて県内の情報把握に努めて
きた。

本県の海岸線は太平洋・日本海・津軽海峡，更に
陸奥湾・夏泊半島と複雑であり，内陸部も三八地方
や白神山地・十和田・八甲田・岩木山その他に細分
しないと分布の状況が判りにくい。幸いにも私が住
む青森市は県の中心なので県内各地に調査に行く場
合でも自分の都合次第で誰に相談することも無しに
出かけられ，多くは一人で各地の調査をし採集を続
けてきた。若い頃は同じ市内の角田　充や気心の
あった仲間と行ったが，団体で行動することは殆ど
なくてあくまでも自分の趣味として楽しんできた。
以下はそのリストであるが，全種に簡単に解説をし
て必要に応じて詳しい説明も加えた。

また平成17年11月からは青森市在住の旧青森営
林局員 OB とその仲間が中心になって，『青森県植
物図譜』をインターネット発信して今まで170 余
種 に な る（http://thinkaomori.cool.ne.jp/iwabuti/
zufu/index.html）。これには主として青森県に関係
深い種類で，市販の図書では正確に記述されていな
い上記のムツノガリヤスのような記録を書き残して
いる。岩淵　功の手描き着色図は写真より分かり易
い。順不同なのと中には誤りも見つかっているの
で，いずれ後で整理するつもりであるが全ては未定
である。ただ稀産種が多いので心ないマニアが乱獲
しないことを望むだけである。なお雑種は米倉浩司
の意見に従って全て除外したが，私も良い着想であ
ると思っている。また今後も青森県には門田裕一ら
によって新種が発表される可能性も残されている。
関心がある方は専門誌の情報にも注意されたい。

以下は北限種と南限種だけの目録であり，全種類
に簡単に解説した。

［北限種］
シダ植物
イヌドクサ　Equisetum ramosissimum Desf. 太

平洋側の低地に甚だ稀。
オオハナワラビ　Botrychium japonicum （Prantl） 

Underw．佐橋紀男が十二湖付近で記録。『植物
研究雑誌』59: 58 （1984）。

アカハナワラビ　B. nipponicum Makino　三沢市
淋代のクロマツ林内。

ウ ス イ ハ ナ ワ ラ ビ　var. minus （H. Hara） K. 
Iwats．三沢市淋代のクロマツ林内にアカハナワ
ラビと同様。

キジノオシダ　Plagiogyria japonica Nakai 村井
三郎編『青森県博物総目録』（1941）には「キジ
ノオシダ　低山地林内（西郡） vr」と記録。それ
から60年後の2000年頃に地元の佐藤石男と工藤
安明によって300株もの群生地が確認された。

アオホラゴケ　Crepidomanes latealatum （Bosch） 
Copel．下北郡大間町奥戸（おこっぺ）の上流の
岩上で斎藤信夫が1982年に採集し，中池敏之が
同定した県内で唯一の記録。

コウヤコケシノブ　Hymenophyllum barbatum 
（Bosch） Baker 秋田県寄りに分布し，大きな岩
に着生。

ハコネシダ　Adiantum monochlamys D. C. Eaton 
角田　充は西津軽郡の笹内川にあると記録したが
標本では未確認。

オサシダ　Blechnum amabile Makino　十和田八
甲田山・青森市等。

ミヤマシシガシラ　B. castaneum Makino　十和
田八甲田山と青森市等。

ヤブソテツ　Cyrtomium fortunei J. Sm　根市益
三（1988）は『青森県のヤブソテツとコガネシ
ダ』（日本シダの会会報 2（73）: 18–19）に「須
藤智道がテリハヤブソテツ型のヤブツテツを下田
町木ノ下付近のスギ林内で1株だけ見つけた」と
記録。

ベニシダ　Dryopteris erythrosora （D. C. Eaton） 
Kuntze　各地の低地に稀産。

トウゴクシダ　D. nipponensis Koidz．各地の低地
に稀産。

アイアスカイノデ　Polystichum longifrons Sa. 
Kurata　低地のスギ人工林内に稀産。

ツヤナシイノデ　P. ovatopaleaceum （Kodama） 
Sa. Kurata　低地のスギ人工林内に稀産。

イ ノ デ　P. polyblepharon （Roem. ex Kunze） C. 
Presl　低地のスギ人工林内に稀産。

タチヒメワラビ　Thelypteris bukoensis （Tagawa） 
Ching　八甲田酸ヶ湯温泉付近に産すと菊地政雄
が記録。

ホソバイヌワラビ　Athyrium iseanum Rosenst．
青森市後潟で斉藤信夫が採集（日本のシダ植物図
鑑 6：485 （1990））。

シケチシダ　Cornopteris decurrenti-alata （Hook.） 
Nakai　根市益三が2006年11月21日に採集。

コウライイヌワラビ　Deparia coreana （H. Christ） 
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M. Kato　低地から低山地のスギ人工林内に稀産。
シケシダ　D. japonica （Thunb.） M. Kato　低地

の林内。
オオヒメワラビ　D. okuboana （Makino） M. Kato　

低地から低山地の林内や沢沿いに稀産。
フモトシケシダ　D. pseudoconilii （Seriz.） Seriz．

太平洋側の低地に稀産。
ミドリワラビ　D. viridifrons （Makino） M. Kato　

村井三郎が岩崎村で 1935年に採集した標本が京
都大学に有り，倉田　悟も引用。

イワヤシダ　Diplaziopsis cavaleriana （H. Christ） 
C. Chr．西津軽郡岩崎村の笹内川流域のスギ人工
林内で奥山春季と私が共同調査中に見いだし，『植
物採集ニュース』7: 25 （1963）に発表した。同
所にオオヒメワラビもあった。

オ ニ ヒ カ ゲ ワ ラ ビ　Diplazium nipponicum 
Tagawa　低地のスギ人工林内に稀産。

ヌリワラビ　Rhachidosorus mesosorus （Makino） 
Ching　三八地方（青森県南東部の岩手県境に近
い，三戸郡と八戸市を合わせた地域）の低山地沢
沿いに稀産。

イヌイワデンダ　Woodsia intermedia Tagawa　
根市益三が八戸市櫛引1993年7月24日に採集。

コガネシダ　W. macrochlaena Mett. ex Kuhn　
古家儀八郎は十和田湖御鼻部（おはなべ）で
1939年に記録した。ここは秋田県と青森県の県
境に当たる。根市益三は1987年10月に第2の産
地，八戸市櫛引を『日本シダの会会報』（1988）
に「青森県のヤブソテツとコガネシダ」として記
録した。

サンショウモ　Salvinia natans （L.） All．水田地
帯の緩い流れの小川にはどこでも水面を覆ってい
たが，農薬の使用で今では見ることができない。

裸子植物
アオモリトドマツ（オオシラビソ）　Abies mariesii 

Mast. 八甲田山のみに産す。
アカマツ　Pinus densiflora Siebold et Zucc.『山

林』696: 54 （1940）に天然分布の北限を下北半
島の突端と記録し，伊藤浩司他『北海道高等植物
目録1』（1985）でも取り上げていない。

クロマツ　P. thunbergii Parl．北海道のものは本
州から持っていったものと云われている。

スギ　Cryptomeria japonica （Thunb. ex L. f.） D. 
Don　西津軽郡鰺ヶ沢町矢倉山国有林が天然分布
の北限産地として保護林に指定されている。分類
学的にはアシウスギ var. radicans Nakaiにあ
たる。

ネズミサシ（ネズ）　Juniperus rigida Siebold et 
Zucc．県内には各地の岩石地に自生しているが，

盆栽用にかなり盗掘もされた。
ク ロ ベ（ ネ ズ コ ）　Thuja standishii （Gordon） 

Carrière　殆ど国有林内にあり，山地ではヒバと
混生することが多い。

双子葉植物
離弁花類 
ネコシデ　Betula corylifolia Regel et Maxim．津

軽地方の国有林内に稀産。
オノオレカンバ　B. schmidtii Regel　奥入瀬川に

大径木がある。
エノキ　Celtis sinensis Pers. var. japonica （Planch.） 

Nakai　西津軽郡岩崎村の海岸に産す。
クワクサ　Fatoua villosa （Thunb.） Nakai　根市

益三が八戸市是川番屋で1996年8月30日に採集。
ニオウヤブマオ　Boehmeria holosericea Blume　

日本海側の権現岬以南の草地にやや稀。
ミ ヤ マ ツ チ ト リ モ チ　Balanophora nipponica 

Makino　平賀町，黒石市，十和田市，田子町等
の山地ブナ林地帯で時々見つかる。

アオモリマンテマ　Silene aomorensis M. Mizush. 
水島正美が亡くなるまで青森県の生品で研究して
ほぼ完成した頃に病没したので，恩師の原　寛が
論文を完成させ発表した。青森県は基準産地では
あるが，分布の北限にあたり，南限の秋田県和賀
山塊には量産する。『和賀山塊の自然』（1999）。

ウゴマンテマ（ヒロハシラネガンピ）　S. ugoensis 
Makino　白神山地の各地に分布している。『Flora 
of Japan IIa』にはuncertain species として記
録されているが村井三郎はすでに『青森県博物総
目録雙子葉植物編』（1939）に「山地岩石地（出
羽丘陵）」として記録している。この出羽丘陵こ
そ今日の白神山地である。最も新しい『秋田県植
物分布図　第2版』（2000）にも記録されていな
い。

ミドリアカザ　Chenopodium bryoniifolium Bunge　
二戸郡目時に稀産。

アブラチャン　Lindera praecox （Siebold et Zucc.） 
Blume　ケアブラチャンvar. pubescens （Honda） 
Kitam.を含む。岩木山より日本海側。

タブノキ　Machilus thunbergii Siebold et Zucc．
西津軽郡岩崎村の海岸側に大木がある。

ヒロハカツラ　Cercidiphyllum magnificum （Nakai） 
Nakai　八甲田山の荒川渓流沿いで低木状の群生
地を私が見つけ，下北半島恐山から流れる正津川流
域で水島正美が見つけた。

センウズモドキ　Aconitum jaluense Kom. subsp. 
iwatekense （Nakai） Kadota　『八戸市史』には

「八戸，階上町，名川町にまれに産し」と記録。
ツクバトリカブト  A. japonicum Thunb. subsp. 
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maritimum （Tamura et Mamba） Kadota　 根
市益三は八戸市周辺で記録。

ウゼントリカブト　A. okuyamae Nakai　『八戸市
史』には「新郷の十和利山のブナ林下に産する」
と記録。

アズマレイジンソウ　A. pterocaule Koidz．『八戸
市史』には「林縁にまれに生え，八戸市是川（こ
れかわ）が北限である」と記録。八戸市側。

オオバショウマ　Cimicifuga japonica （Thunb.） 
Spreng．太平洋側の林下。

ハンショウヅル　Clematis japonica Thunb．私は
下北半島の脇野沢村で，豊田　剛は津軽半島の小
泊村袰内沢流域で花を確認し標本を作成。

アカギキンポウゲ　Ranunculus japonicus Thunb. 
var. akagiensis Hiyama　下北半島の尻尾岬の
湿原。

イワカラマツ　Thalictrum sekimotoanum Honda　
太平洋側の岩石地。

ト ガ ク シ ソ ウ　Ranzania japonica （T. Itô ex 
Maxim.） T. Itô　白神山地に稀産。

アケビ　Akebia quinata （Houtt.） Decne．下北半
島側の横浜町北部には5haもの大面積の自生地が
ある。

ハンゲショウ　Saururus chinensis （Lour.） Baill．
小川原湖や津軽の湖沼。小川原湖では増殖して道
の駅で市販していた。

ヤブツバキ　Camellia japonica L．桐野秋豊に
よって夏泊半島の椿山で葯に全く花粉がない椿が
十数本見いだされた。茶花の侘助に似ているので
ワビシンツバキ（侘芯椿）と名付けられたが学名
はない。

ニッコウネコノメ　Chrysosplenium macrostemon 
Maxim. var. shiobarense （Franch.） H. Hara　
太平洋側の十和田市，三戸町。

コチャルメルソウ　Mitella pauciflora Rosend．
岩手県境に近い国有林内。

タコノアシ　Penthorum chinense Pursh．日本海
側や太平洋側の河川沿い。

バイカウツギ　Philadelphus satsumi Siebold ex 
Lindl. et Paxton　西津軽郡深浦町・岩崎村に稀
産。

ヤシャビシャク　Ribes ambiguum Maxim．ケ
ナシヤシャビシャクvar. glabrum Ohwiを含む。
春早く木々が芽吹く前に残雪の上で，着生してい
る本種はいち早く葉が開くので南八甲田のアオモ
リトドマツでは簡単に見つけることが出来る。枝
が間延びするものヒモヤショウ（ヒモラショウ），
短く立ち上がる株をヤショウ（ラショウ）と呼び，
後者を盆栽にする。

ヤブサンザシ　R. fasciculatum Siebold et Zucc．
三八地方の低地から低山地。

オクチョウジザクラ　Cerasus apetala （Siebold 
et Zucc.） Ohle ex H. Ohba var. pilosa （Koidz.） 
H. Ohba　黒石市淨仙寺の旧参道の下部に貧弱
な一株があるだけでチョウジザクラに近い。ここ
は黒石藩の藩校跡地で人為的に植えられたとしか
考えられない。地元の佐藤耕次郎が何度か書き残
している。除外すべきかも知れないが本種の北限
として古くから知られている。

オオキンミズヒキ　Agrimonia noguchii Seriz．本
種は芹沢俊介が「キンミズヒキの再検討（2）分
類学的考察」として『シデコブシ』（2008）に紹
介した。県内では稀産。その他にキンミズヒキの
群落中で，ヒメキンミズヒキの葉裏に似て，腺点
が全くないキンミズヒキの個体も見つかっている。

イヌザクラ　Padus buergeriana （Miq.） T. T. Yü 
et T. C. Ku　太平洋側の野辺地町以南に稀産。

ニガイチゴ　Rubus microphyllus L. f．佐藤耕次
郎は『史跡天然記念物』（1928）に夏泊半島のヤ
ブツバキ自生地に記録。私も椿山のヤブツバキの
下で貧弱な1株を見つけたが今はない。近年は青
森市の一部でも確認。

サナギイチゴ　R. pungens Chamb．太平洋側の青
森市や野辺地町他に見られ，花は白～紅と変化し
ている。

フジカンゾウ　Desmodium oldhamii Oliv. 日本
海側の山地にやや稀産。

キハギ　Lespedeza buergeri Miq．太平洋側の低
山地。

ヤブツルアズキ　Vigna angularis （Willd.） Ohwi 
et H. Ohashi var. nipponensis （Ohwi） Ohwi 
et H. Ohashi　日本海側の低地に稀産。

タカトウダイ　Euphorbia lasiocaula Boiss．下北
半島川内町の山地に甚だ稀に産す。県内では他に
見つからないようである。

シナノタイゲキ　E. sinanensis （Hurus.） T. Kuros. 
et H. Ohashi　太平洋側の低地～低山地。

ヤマアイ　Mercurialis leiocarpa Siebold et Zucc．
西津軽郡岩崎村に広く分布。

ヒメミカンソウ　Phyllanthus ussuriensis Rupr. 
et Maxim．低地や畑の雑草。

コクサギ　Orixa japonica Thunb．県の北部には
なく，低地～低山地に稀産。

カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ　Zanthoxylum ailanthoides 
Siebold et Zucc．県内の海岸から内陸低山地に
生え，最も内陸では八戸市南郷区にある世増（よ
まさり）ダムの湖底にもあった。

ヒトツバカエデ　Acer distylum Siebold et Zucc．
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十和田湖以南に甚だ稀。
モクゲンジ　Koelreuteria paniculata Laxm．産

地としては西津軽郡岩崎村木蓮寺が有名であるが，
今の新しい地図には木蓮寺の地名はない。県内産
は野生かどうか疑わしく，県内各地の寺院には植
栽例が多い。

アワブキ　Meliosma myriantha Siebold et Zucc．
下北半島佐井村にも稀産。

オクノフウリンウメモドキ　Ilex geniculata Maxim. 
var. glabra Okuyama　白神山地に稀産。

ナンブクロカンバ　Rhamnus costata Maxim. f. 
nambuana （Honda） H. Hara　十和田湖畔に稀産。

イイギリ　Idesia polycarpa Maxim．津軽海峡ま
で見つかっている。秋遅く赤い実が目だって山の
作業員に気づかれることがある。

ナエバキスミレ　Viola brevistipulata （Franch. 
et Sav.） W. Becker var. kishidae （Nakai） F. 
Maek. et Hashim．八甲田山の高山裸地に稀産。

エイザンスミレ　V. eizanensis （Makino） Makino　
太平洋側に稀産。古くは津軽地方相馬村産の写生
図を佐藤耕次郎が残しいる。

マキノスミレ　V. violacea Makino var. makinoi 
（H. Boissieu） Hiyama ex F. Maek．太平洋側
は不明。旧甲地 （かっち） 村にもあるが多くは日
本海側の深浦町以南の海岸から離れない低山地に
分布。

ス ズ メ ウ リ　Zehneria japonica （Thunb.） H. Y. 
Liu　日本海側で深浦町に記録されている。天内
靖子は青森市で記録。

ミズキカシグサ　Rotala rosea （Poir.） C. D. K. 
Cook 近年は農薬使用のせいか水田地帯から見つ
からない。

オオアカバナ　Epilobium hirsutum L．初めに岩
木山麓の百沢で岩木山神社の参道に沿った小川に
群落を見つけた。その後各地に広まって今では県
内に広く分布。

ノダケ　Angelica decursiva （Miq.） Franch. et Sav．
西津軽郡深浦町に一群落がある。太平洋側では岩
手県止まりで青森県までは分布していない。

ハナビゼリ　A. inaequalis Maxim．津軽・下北半
島を除く低山地～山地に稀産。

セ リ モ ド キ　Dystaenia ibukiensis （Y. Yabe） 
Kitag．日本海側の低地～低山地。

ヤマゼリ　Ostericum sieboldii （Miq.） Nakai　太
平洋側の低地～低山地。

合弁花類
オオイワウチワ　Shortia uniflora （Maxim.） Maxim．

シロバナオオイワウチワvar. uniflora f. albens 
Hondaを含め，日本海側の山地の小尾根に分布し，

主として白神山地に多い。
オカイボタ　Ligustrum ovalifolium Hassk. var. 

hisauchii （Makino） Noshiro　 八 戸 市 や 階 上
村の海岸地帯に稀産。葉も花序も母種のオオ
バイボタより小形であるが，ミヤマイボタ L. 
tschonoskii Decne.よりは大きく質が厚い。

オ ク ノ ハ マ イ ボ タ　L. tschonoskii Decne. var. 
yuhianum （Koidz.） Sugim．日本海側の海岸。

リンドウ　Gentiana scabra Bunge var. buergeri 
（Miq.） Maxim. ex Franch. et Sav．三八地方と
六ケ所村の低地から低山地のやや乾いた草地。

コケリンドウ　G. squarrosa Ledeb．太平洋沿岸
を六ヶ所村物見崎まで分布。

ムラサキセンブリ　Swertia pseudochinensis H. 
Hara　三八地方に稀産。

コカモメズル　Tylophora floribunda Miq．原田
幸雄が名川町で1975年8月11日に採った標本が
ある以外は不明。

タチガシワ　Vincetoxicum magnificum （Nakai） 
Kitag．三八地方に稀産。

オオアオカモメズル　V. nipponicum （Matsum.） 
Kitag．根市益三は八戸市金浜で1958年7月13
日に採集。

フタバムグラ　Hedyotis brachypoda （DC.） Sivar. 
et Biju　低地に稀産し，造園工事で持ち込まれ
た芝生（ヒメコウライシバ）に発生することや稀
に自生状のものもある。

オオハシカグサ　Neanotis hirsuta （L. f.） W. H.                
Lewis var. glabra （Honda） H. Hara　 碇 ヶ 関
村の水田地帯他に稀産。

コシジタビラコ　Trigonotis brevipes （Maxim.） 
Maxim. var. coronata （Ohwi） Ohwi　津軽地方
の山地のやや湿った林内。

タ テ ヤ マ ウ ツ ボ サ　Prunella prunelliformis 
（Maxim.） Makino　シロバナタテヤマウツボグ
サを含む。白神山地に広く分布。

キバナアキギリ　Salvia nipponica Miq．日本海
側の低山地から山地林内に分布する。山菜とされ，
地方名はムコナカセ。

デワノタツナミソウ　Scutellaria muramatsui H. 
Hara　日本海側の西津軽郡岩崎村の林縁に稀産。

ハシリドコロ　Scopolia japonica Maxim．日本海
側の山地に稀産し，大鰐スキー場で見つかってか
ら知られるようになった。

マルバノサワトウガラシ　Deinostema adenocaulum 
（Maxim.） T. Yamaz．日本海側の湿地に稀産。

キクガラクサ　Ellisiophyllum pinnatum （Wall.） 
Makino var. reptans （Maxim.） T. Yamaz． 八
戸市長者山。国内帰化であろうが侵入経路は不明
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である。
キクモ　Limnophila sessiliflora （Vahl） Blume　

津軽地方に稀産。
オニシオガマ　Pedicularis nipponica Makino　

日本海側の林内に稀産。
エ チ ゴ ト ラ ノ オ　Pseudolysmachion ovatum 
（Nakai） T. Yamaz. subsp. maritimum （Nakai） 
T. Yamaz．鰺ヶ沢以南の日本海沿岸に分布。

ビロードトラノオ　P. ovatum （Nakai） T. Yamaz. 
subsp. miyabei （Nakai et Honda） T. Yamaz. 
var. villosum （Furumi） T. Yamaz. 県内では南
郷村に稀産。但し葉の両面に白い密毛があり花は
白いので，未記載の別変種と考える。

ヒナノウスツボ　Scrophularia deplicatoserrata 
（Miq.） Makino 太平洋側，南郷村島守巻（まき）
に稀産。

クワガタソウ　Veronica miqueliana Nakai　新郷
村にある八戸市民の森にあったが，その後は見当
たらなくなった。

ヒシモドキ　Trapella sinensis Oliv．1956年に国
立科学博物館第20回おしば展に古瀬　義（みよ
し）が木造町武田の標本を出していることが分
かったので問い合わせたところ，旧車力村の田光

（たっぴ）沼と判明した。その後現地に行ったら
河川改修工事が終わって岸はヒシモドキが生える
状態ではなかった。何度か足を運んだが見つけら
れなかった。

ミミカキグサ　Utricularia bifida L．青森市にも
記録があったが今はない。日本海側の平滝沼には
今でもある。

ウゴツクバネウツギ　Abelia spathulata Siebold 
et Zucc. var. stenophylla Honda　津軽・下北・
夏泊の各半島には分布していない。

ハナヒョウタンボク　Lonicera maackii （Rupr.） 
Maxim. 山崎良甫が1903年に階上岳で採集した
標本に基づいて牧野富太郎がハナヒョウタンボク
の新和名をつけて日本から初めて記録した。今は
県内では見つからない。

マ ル バ ゴ マ ギ　Viburnum sieboldii Miq. var. 
obovatifolium （Yanagita） Sugim．日本海沿い
に分布しているが，青森市の低山地にも稀産。

ツルカノコソウ　Valeriana flaccidissima Maxim．
三八地方に稀産。

マツムシソウ　Scabiosa japonica Miq. 角田 充は
京都大学に木梨延太郎が青森で1904年8月と百
石村根岸で1911年に採った標本の2点があるこ
とを調べた。和田千蔵によれば，青森市駒込に終
戦まで陸軍の練習場があった頃には本種が生え
ていた由である。柏木吾市編の「三陸植物誌」に

は方言をシバギクと記録している。小川原湖東部
丘陵地がアカマツ幼令疎林の柴地であった1971
年9月22日に私は本種の群生地を見つけた。お
そらく県内での最後の群落らしかったが，基地に
編入されて住宅地建設のために地面が掘り起こさ
れていた。後年，基地内や付近を調査する機会が
あったが見つけることが出来なかったので絶滅し
たと判断した。

オクモミジハグマ　Ainsliaea acerifolia Sch. Bip. 
var. subapoda Nakai　三八地方にやや稀産。八
甲田山田代で採集した標本を見たことがある。

シロカワラヨモギ　Artemisia capillaris Thunb. 
var. sericea Nakai　本種の匍匐型には青森市の
沖館で桜井半三郎が採集した標本が使われたが，
その後護岸工事で沖館の砂浜は消失してしまった。
本県の太平洋岸と日本海岸の砂浜には匍匐型シロ
カワラヨモギが分布している。『Flora of Japan 
Ⅲb』（1995）にはカワラヨモギの異名として併
記されているが，学名の取扱いは記されていない。

シ ロ ヨ メ ナ　Aster ageratoides Turcz. var. 
ageratoides　太平洋岸三八地方のみに分布。

ホソバコンギク　A. microcephalus （Miq.） Franch. 
et Sav. var. angustifolius （Kitam.） Nor. 
Tanaka　白神山地の渓流沿い他に分布。

カントウヨメナ　A. yomena （Kitam.） Honda var. 
dentatus （Kitam.） H. Hara　低地の農耕地帯に
時々見られる。

オケラ　Atractylodes ovata （Thunb.） DC．農耕
馬がいた頃には人家付近には採草地があって，そ
こには良く生えていたが，今では低山地の陽地に
稀産するほど少なくなった。

ヒメガンクビソウ　Carpesium rosulatum Miq．
日本海側には十二湖から津軽半島ヒバ（ヒノキア
スナロ） 林と今別町のスギ人工林にも稀産。

ツガルオニアザミ　Cirsium shimae Kadota　（図
1）　津軽地方の山地から秋田県にかけて分布し，
種名 shimae は産地確認に協力された嶋　祐三
への献名である。

アキノハハコグサ　Gnaphalium hypoleucum DC．
根市益三は八戸市で確認。

ク モ マ ニ ガ ナ　Ixeris dentata （Thunb.） Nakai  
subsp. kimurana （Kitam.） Kitam．木村有香が
八甲田大岳で採集した標本に基づいて発表。シロ
バナクモマニガナ f. albescens Kitam.は八甲田
大岳，井戸岳他にある。

ミ ヤ マ イ ワ ニ ガ ナ　I. stolonifera A. Gray var. 
capillaris （Nakai） T. Shimizu　八甲田赤倉岳
の高山裸地に稀産。

トガヒゴタイ　Sausuurea muramatsui Kitam．津
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軽半島・下北半島とも津軽海峡まで分布している。
ナンブトウヒレン　S. sugimurae Honda 三八地

方に多い。
単子葉植物
トウゴクヘラオモダカ　Alisma rariflorum Sam．

絶滅したらしく現在は見つかっていない。
マルバオモダカ　Caldesia parnassifolia （Bassi. 

ex L.） Parl．日本海側の屏風山各地の湿地や湿
原に分布しているが，かっては青森市郊外の水田
地帯にもあった。

マルミスブタ　Blyxa aubertii Rich．記録ではス
ブタとして各地にあるが，正確はマルミスブタで
ある。除草剤で今は見つからなくなった。

ヤナギスブタ　B. japonica （Miq.） Maxim．農薬
で激減する前には水田地帯の小川にはどこにでも
あったが今はない。

コバノヒルムシロ　Potamogeton cristatus Regel 
et Maack　原子一男が青森市油川の沼で採り，
大滝末男が同定したと云うが，私はその標本を見
ていない。

ウラゲキヌガサソウ　Kinugasa japonica （Franch. 
et Sav.） Tatew. et C. Sutô var. tomentosa 
Miyabe et Tatew．1994年に嶋 祐三の案内で初
めて現地を訪ね，後に調べてみたら国内で最大の
キヌガサソウ群生地であり，すべてウラゲキヌガ
サソウと判明した。産地は弘前市旧相馬村の岩木
川に面した奥地にある。『青森県植物図譜』に図

（図2）と簡単な説明をして公表してある。
ヒメユリ　Lilium concolor Salisb．ミチノクヒメ

ユリ var. mutsuanum Makino はヒメユリに統
合した。『八戸市史』には1970.7.16/名川町斗賀
草原や林縁に生える。最近見かけなくなってい
る」として花の写真が出ている。

カブダチジャノヒゲ　Ophiopogon japonicus （Thunb.） 
Ker Gawl. var. caespitosus Okuyama　基本種の
ジャノヒゲはないようである。

アイダツクバネソウ　Paris tetraphylla A. Gray f. 
corollata M. Mizush.ツクバネソウ P. tetraphylla 
は普通に見られるが稀に本品種もあった。

ヤマカシュウ　Smilax siedoldii Miq．太平洋側に
多く，日本海側にはない。

マルバサンキライ　S. vaginata Decne. var. stans 
（Maxim.） T. Koyama　太平洋側と，日本海側
では白神山地に稀産。

イワキノガリヤス　Calamagrostis gigas Takeda 
var. aspera （Honda） Ohwi　『新日本植物誌』

（大井・北川 1992）には「オニノガリヤスC. 
gigas Takeda の稈，葉，及び葉鞘の著しく粗渋
なものをイワキノガリヤスといい，本州（青森
県）の山地に生える」と説明しているが，私は未
確認である。

ムツノガリヤス　C. matsumurae Maxim．前出。
ザラツキヒナガリヤス　C. nana Takeda subsp. 

hayachinensis （Ohwi） Tateoka 根市益三が下
北半島の縫道石山下部の岩上で1989年7月15日
に採集。

オヒシバ　Eleusine indica （L.） Gaertn．低地の
耕作地に稀産。

ナ ル コ ビ エ　Eriochloa villosa （Thunb.） Kunth　
農耕地に普通。

図 1　ツガルオニアザミ 図 2　ウラゲキヌガサソウ
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ミチシバ　Melica onoei Franch. et Sav．太平洋
側にやや稀産。

タチイチゴツナギ　Poa nemoralis L．十和田湖畔
と南八甲田山の登山道の岩上にあったが，雑木が
多くなり十和田湖畔の岩上以外は絶滅した。館岡
亜緒同定。

オガタチイチゴツナギ（オガイチゴツナギ）　P. 
ogamontana Mochizuki 青森県では白神山地に
多く，基準山地を凌ぐ。

ウキシバ　Pseudoraphis ukishiba Ohwi　日本海
側の海岸湿地に分布。

タチドジョウツナギ　Puccinellia nipponica Ohwi　
太平洋側の岩上に生える。下北半島の大間町弁天
島は最北端産地であり，しかも大群生地である。

ミヤマアブラススキ　Spodiopogon depauperatus 
Hack．日本海側の山地岩石地に産する。

セキショウ　Acorus gramineus Sol. ex Aiton　西
津軽郡岩崎村に稀産。

ヒトツバテンナンショウ　Arisaema monophyllum 
Nakai　十和田湖から流れる奥入瀬川流域に分布
している。

ヤマトミクリ　Sparganium fallax Graebn．太平
洋側の川に稀産。

オクタマツリスゲ　Carex filipes Franch. et Sav. 
var. kuzakaiensis （M. Kikuchi） T. Koyama　
下北半島の川内町畑の山地で採集，奥山春季が同
定。その後，機会がある度に探したが見つけられ
なかった。

クジュウツリスゲ　C. kujuzana Ohwi　『八戸市
史』には「草地に生え，稀である。金沢・美保
野・松館に産する。昔“妙野の牧”といわれた範
囲内（八戸市の妙・松館から階上町ま海岸部まで
のあたり）にあり，牧野（ぼくや）や採草地に生
育していたものと考える。日本でも，産地が限ら
れた種類である」と説明している。

ミ ス ズ ラ ン　Androcorys japonensis F. Maek． 
1984年7月中旬，沼田俊三と角田　充が八甲田
大岳登山路のハイマツ帯に抜ける前のアオモリト
ドマツ林下の蘚類の中に十数株の見慣れない小さ
な本種を見つけた。しかしその後の雨で上部の登
山路が崩れて土石が30cmも堆積したので全滅し
た。絶版になったが，沼田が自費出版した『青森
県のラン』（1989）に優れた写真が出ている。

ハ マ カ キ ラ ン　Epipactis papillosa Franch. et 
Sav. var. sayekiana （Makino） T. Koyama et 
Asai　太平洋側の下北半島の砂地にあるが，海
峡を回った津軽半島にも少しある。

フガクスズムシソウ　Liparis fujisanensis F. Maek. 
ex F. Konta et S. Matsumoto　樹上着生で古い

大きな木に着く。
フ ジ チ ド リ　Neottianthe fujisanensis （Sugim.） 

F. Maek．前種と同じく，樹上着生で古い大きな
木に着く。

ウチョウラン　Ponerorchis graminifolia Rchb. f．
シロバナウチョウラン f. albiflora （Murai） F. 
Maek.を含む。白神産地の岩石地に生える。上記
2種と共に乱獲の対象にされ，減少している

ヒトツボクロ　Tipularia japonica Matsum．日
本海側に分布し，津軽海峡近くまで産地が確認さ
れた。

ハクウンラン　Vexillabium nakaianum F. Maek．
青森市郊外の低地にもスギ造林地にもあり，沼田
俊三の『青森県のラン』に青森市産の写真が出て
いる。

［南限種］
シダ植物
イブリハナワラビ　Sceptridium microphyllum 

Sahashi　下北半島の東通村猿ヶ森付近で1点だ
け採集した。

双子葉植物
離弁花類
ミツモリミミナグサ　Cerastium arvense L. var. 

mitsumorense （Miyabe et Tatew.） S. Akiyama  
本県ではアオモリミミナグサ C. arvense L. var. 
japonicum H. Hara として発表された種類がミ
ツモリミミナグサと同じ種類とわかった。学名上
の母種のセイヨウミミナグサ C. arvense L. は
今では青森市内にも小樽市や根室市他にも帰化し
ている。

シコタンキンポウゲ　Ranunculus grandis Honda 
var. austrokurilensis （Tatew.） H. Hara　青森
県では下北半島の尻屋岬にあり高さが40cm位で
母種のオオウマノアシガタ var. grandis より葉
は切れ込んでいる。自宅の土壌環境が良い場所で
育てたら高さが60～70cmと大きくなり多くの
花を咲かせた。

タカネグンバイ　Thlaspi japonicum H. Boissieu  
西津軽郡深浦町吾妻川の下流域の岩上で地元の佐
藤石夫・工藤安明らによって見いだされた。その
一部を私は自宅で育てたら簡単に増殖した。

コモチレンゲ　Orostachys malacophylla （Pall.） 
Fisch. var. boehmeri （Makino） H. Hara コ モ
チ（子持ち）レンゲは早春に茎の基部の葉腋から
放射状に数cmの走出枝を出している。標本が東
京大学に1点保存されている。それに牧野が命名
したもので，北海道や津軽半島の岩上に生えてい
る。稀にコイワレンゲ群落内にも混じっている。
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従って独立した品種ではない。この和名は適切な
表現でないのでトビダシ（飛び出し）とかタコ
アシ （蛸足）イワレンゲの方が誤解されなくて良
かったと思っている。最初の採集者ルイス・ベー
マー Luis Boehmer は米国から派遣されて函館
の七重の官園で日本人に栽培技術を指導していた。
青森リンゴを導入した菊池楯衛もここで学んだ。
その頃の函館山は島のように独立してコモチレン
ゲは簡単に見つけられたようである。私が探しに
行った頃は立待岬の岩陰でやっと見つけた。

ホザキナナカマド　Sorbaria sorbifolia （L.） A. 
Braun var. stellipia Maxim．下北半島に産し，
縫道山や低山地の林内にもある。

エ ゾ シ モ ツ ケ　Spiraea media F. Schmidt var. 
sericea （Trucz.） Regel ex Maxim．下北半島の
尻屋崎海岸に稀産する。

合弁花類
エ ゾ ノ ハ ナ シ ノ ブ　Polemonium caeruleum L. 

subsp. yezoense （Miyabe et Kudô） H. Hara　
白神山地の尾根付近に生育している。

シラガミクワガタ　Pseudolysimachion schmidtianum 
（Regel） Yamazaki subsp. senanensis （Maxim.） 

Yamazaki var. shirakamiense Yamazaki  白神山
地に分布している。

ベニバナヒョウタンボク　Lonicera maximowiczii 
（Rupr. ex Maxim.） Rupr. ex Maxim. var. 
sachalinensis F. Schmidt  八甲田山域から少し
離れた岩石地に分布している。

エゾマツムシソウ　Scabiosa jezoensis Nakai  津
軽半島竜飛岬付近に産す。

オ ニ オ ト コ ヨ モ ギ　Artemisia congesta Kitam.  
下北半島の大間崎弁天島が基準産地で大間村と佐
井村の海岸まで分布している。

オオバヨモギ　A. koidzumii Nakai var. megaphylla 
Kitam.  基準産地はオニオトコヨモギと同じ下北半
島大間町弁天島である。北海道では函館市の立待岬
と函館市と恵山の中頃にある戸井漁港でも見出した。
他に立待岬にも似たものがある。平成22年の夏は例
年になく夏日が多かったので自宅の庭で培養してい
た株は2mにも伸長して大きくなった。

マルバヒレアザミ　Cirsium grayanum （Maxim.） 
Nakai　下北半島にも多いが青森市営雲谷スキー
場でも見つかっているので精査する必要がある。

ハチノヘトウヒレン　Saussurea neichiana Kadota　
八戸市種差海岸から岩手県にかけて根市益三に
よって分布が確認されたので，種名は根市への献
名である。

エゾトウヒレン　S. riederi Herder subsp. yezoensis 
（Maxim.） Kitam. var. elongatum Kitam.  北 海

道では日本海沿いに産地が多く，草丈も葉も全体が
大きいのに反し，本州では下北半島大間町に1ヶ所
だけ風衝の芝地に産し，花部以外は全体が小形で
ある。

単子葉類
エゾヤマコウボウ　Hierochloe pluriflora Koidz. 

var. intermedia （Hack.） Ohwi  下北半島大間
町屏風岩産の標本を館岡亜緒が同定した。

ウシオスゲ　Carex ramenskii Kom．三沢市北部
に自衛隊射爆撃訓練場があり，一般人の進入は禁
止されている。ここの海水が流入して水深30～
40cmの場所があり，そこにアゼスゲに似たウシ
オスゲが小数株生えている。私は神奈川県座間市
にある米軍の植物調査依頼で射爆撃訓練場の全域
調査を依頼された際に見つけたが，はじめは判別
出来なかったのでその標本を北海道大学に持って
いった。当時は標本整理が進んでおらなかったが，
幸いもカナダ産の一枚の標本を探し当てて本種と
確認できた。勝山輝男の『日本のスゲ』（2005）
には本州産は記録されていない。なお「スゲの
会」で，つがる市平滝沼にウシオスゲがあると報
道されたので時間を惜しまず探したが見つからな
かった。これは変異が多いアゼスゲそのもので
あったが，記録はその後も訂正されていない。

ヒメウシオスゲ　C. subspathacea Wormsk．上記
の射爆撃訓練場は小川原湖から流れる高瀬川に
よって民地と隔てられている。その河口近くは簡
単に本種が見られる産地がある。

ヒ メ ワ タ スゲ　Scirpus hudosonianus （Michx.） 
Fernald  八甲田山仙人平。

クシロチドリ　Herminium monorchis （L.） R. Br.  
釧路湿原で見つかって名付けられたが，今の日本
では湿原には見つからない。青森県下北半島の太
平洋岸で夏に海霧が吹きつける岩場や急峻な草地
に分布するので，北海道の奥尻島で確認された環
境と同じようである。
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